
▼市関係：ウマレル公共公益施設、八日町二丁目共同化建物（236）、
神明崎公園（1 号公園）、南町海岸公園（3 号公園）、
スローストリート + ユワエル + ヒラケル照明提案、海上遊歩道 ( 恵比寿像、
浮見堂 )、、気仙沼 BRT 内湾入口 ( 八日町 ) 駅照明提案、入沢住宅入口、
大島ウエルカムターミナル周辺照明提案、魚町市営屋外駐車場、
魚町災害公営住宅
▼県 + 警察関係：気仙沼港線 3 号公園前交差点 18,19,20、1 号公園前交差点、
気仙沼県道 26 号線、海の見える交差点、交流プラザ前交差点 

▼民間：ムカエル商業施設、男山酒店本店、藤田屋酒店、角星直売所、
御神明 ( 五十鈴神社 )、亀の子もなか本舗紅梅、佃煮屋ケイ、
亀甲屋桜ライトアップ照明 + 高台避難、
八日町地区全体まちあかり光環境整備 
▼まちづくり光環境提案 ( 協議会参加 )：錦町地区まちづくり、
南気仙沼地区まちづくり

■照明設備計画プロセス
・照明社会実験→官民啓蒙　約６回実施
・社会実験内容を客観的評価
　→学会等へ論文提出
・内湾協議会への説明出席
・各行政機関に比較検討案を提示
・各施設の照明計画を行う
・各行政機関に案を提出
・総合的判断の為、高台避難誘導認識度を
　調査（国土交通省）

各家にブラケット照明
など設置。
40戸に参加してもらっている
。

各家お店にブラケット照明設置。
駐車場奥など暗闇を無くす照明設置。
地域全体の防犯性確保。
既存商店街灯の光源の容量を小さくし
、まわりの建物には約70灯新設した

光色を電球色に統一
高台避難誘導の認識度を高めた

危険予測照明はスポットを使用し
電柱などインフラの地上機を使用

公園の照度は必要な時に
ウマレル、ムカエルから
得られるようにしている

公園からの連続階段を
実験的に認識させている

地域全体の防犯灯の色温度を
低くした。

防潮堤照明（県）の上部の光源は
防潮堤上の歩道（市）の明るさを確保している
防潮堤の照度はJIS基準から
最低限、防潮堤上の人が認識できるように
高さを低く、灯数を多くした。

道路歩道照度は確保せず、
周辺の建物の境界
暗闇を無くす照明を設置
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五十鈴神社照明実験
( 民間敷地 )

亀甲屋高台避難桜照明 2016
( 民間敷地 )入沢公営住宅 ( 市管轄 )

魚町防潮堤工事
( 県港湾管轄 )

商和会駅前通り整備
( 気仙沼駅前商店街 )

魚町高台避難誘導照明実験 2015
ムカエル・ウマレル建築施設

（市 + 民間敷地 )八日町商店街照明実験 2017
ウマレル駐車場
( 市管轄 )

南町海岸広場
( 県管轄 )

ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾊﾟｰｸ
高台避難照明実験
2014( 市管轄 )

男山酒造照明
( 民間敷地 )

3 号公園照明
（市管轄）

ウマレル施設
( 市管轄 )

ウマレル施設内
( 市管轄 )

海上遊歩道
( 県管理 )

交差点照明検証実験１号公園前
（市管轄）

高台避難誘導
照明実験 2017
火除神社

八日町地区
光環境照明実験

八日町
高台避難誘導
照明実験 2015

本整備にむけた照明実験検証
建築工事　
土木工事
交差点照明整備

内湾地区照明整備
計画エリア

気仙沼駅

大島

藤田屋酒店照明
( 民間敷地 )

災害公営住宅
建築工事（市管轄）

漁港前空地照明設置実験
2017 藤田屋酒店仮設店舗

大島ウォータフロント照明実験検証
浦ノ浜漁港　( 民間敷地 )

八日町商店街
照明実験 2017

照明計画は

縦割り整備の境界を無くして

実施された。

様々な復興計画に対し、照明計画、建築、ランドスケープデザイナーが 10年間にわたり働きかけ提案を行ってきた。
気仙沼市 ( 各部署 ) ／宮城県 ( 都市計画、港湾等 ) ／警察／民間など管轄が異なる各計画に対し、縦割りの垣根を超え統一した空間整備が実現した。

照明計画面積
●内湾地区
・公地
　　道路　8600㎡
　　建物　3464㎡
・民地　5566㎡
●商和会　7269㎡
・道路　3749㎡
・民地　3520
●八日町
・道路　2602㎡
・民地　3155㎡
-------------------
●合計　30656㎡ =約 3万㎡
民地　12241㎡ =約 1.2 万㎡
公地
　道路　14951㎡ =約 1.5 万㎡
　建物　3464㎡ =約 0.3 万㎡

気仙沼復興照明計画　Kesennuma reconstruction lighting plan ぼんぼり光環境計画株式会社　BONBORI Lighting Architect & Associates,Inc.

『土木建築整備境界を無くした新たな都市環境整備　ー　照明性能計画による実現』

所在地 : 宮城県気仙沼市魚町、南町、港町、八日町、古町、新町
立地環境：2011 年東日本大震災で地震と津波の被害を被った。
規模：約 3.6 万㎡（うち民地：約 1.2 万㎡、公地道路 約 1.5 万㎡、
公地施設 約 0.3 万㎡）
期間：
設計　2011 年 6 月～ 2024 年 9 月
施工　2011 年 9 月～ 2024 年 3 月
竣工　2024 年 3 月 31 日

　作品概要 　Project Summary

　環境・整備デザインの解説　Design Concept

　機能性　Function

　社会性　Society 　経済性 FunctionSoEconomics

東日本大震災からの復興事業が気仙沼全体で展開されるにあたり、地域全体が調和した光環境整備を目指した。
行政の組織縦割りや、各整備領域ごとのボーダーを超え、人が認識する空間全体を一つとし、照明整備を進めた。
照明整備ガイドラインを策定。「水面への映り込み」「光源色温度を電球色系に」「空間奥の暗がりをなくす」「地上構造物の共有化」を掲げた。
13 年間に渡り地域の復興計画の情報を追い、種々の建設・土木現場に照明整備のガイドラインに則った照明計画を提案した。
結果、自然や地形、アクティビティといった地域財産に光を当て、気仙沼らしさを感じられる象徴的な夜間風景を高い完成度でつくりあげることができた。
As reconstruction work following the Great East Japan Earthquake unfolds throughout Kesennuma, we aimed to create a lighting environment that harmonizes the entire region.
We went beyond the vertical divisions of government organizations and the borders of each development area to unify the entire space as perceived by people and proceed with the lighting installation.
We formulated lighting installation guidelines, setting targets such as "reflections on the water surface," "adjusting the light source color temperature to a warm white," "eliminating darkness in the depths of the space," and "sharing above-ground structures 
(such as shared lighting on utility poles)."
We followed information on the region's reconstruction plans for 13 years and proposed lighting plans in line with the lighting installation guidelines to various construction and civil engineering sites.
As a result, we were able to create an iconic nighttime landscape that embodies Kesennuma's unique character, shining a light on local assets such as nature, topography, and activities.

照明計画にあたっては、空間照明性能設計を行った。
これは床面平均照度で設定された JIS 照度基準だけに基づく設計と異なり、
空間での活動に合わせ安全性や機能を効率的に満たす、必要十分な光をつくる照明計画である。
まちの境界がなくなり、一体感のある光環境を創出する効果がある。

夜間水面を認識できれば、反対側が高台である安心感を提供させるために、
内湾に面する照明設備は水面に映り込む場所に設置した。

内湾を散策したくなるあかり。 照度を確保させる為の作業用照明（スポット）は
今だ点灯されたことがない。

港湾広場は床面照度を確保していない。
歩行性能上、障害物のみ認識できるようにしている。

周辺施設は暗闇を無くす照明とした。
外部歩道道路から奥行が感じられ
防犯性に寄与している。

遊歩道の恵比寿像は唯一、
ライトアップした。
足元灯は歩道側に 20％、
海側に 80％の光を出している。
海側は水面に映り込むあかりを
作っている。

周辺施設の人の活動、
アクティビティが感じられるあかり

危険予測に基づいた交差点照明。
高さが低くでき、なおかつ交通安全が
向上した。
都市景観として交差点が目立たせない
ことに成功した。

（宮城県警協議）

八日町での照明社会実験風景
各建物のあかりの連続による街路照明の試み。
現在、八日町では約 90％参加戸建に照明を設置。

（設置費補助金、電気代各戸負担）

設置後にほとんどの人が、雰囲気が良く、気仙沼が好きになり、
安心感が増幅した。
街路空間の暗闇が無くなり、人が潜んでいそうな場所を無くし、
防犯性が向上した。
また歩行者の空間把握度が上がったことも安心感につながっている。

暗闇を無くすボイド照明

人の生活を感じるあかりとして、
約 100 種類の違う器具（光源含）を
各戸に設置した、

「県監理」の防潮堤照明により、「市監理」の歩道のあかりを確保している。
行政では初めての例。

交差点部の危険予測照明。
新たに交差点照明灯を設置せず、
既存の電柱などを利用。
都市整備のファニチャーを
極力少なくしている。

←整備前

高台避難照明社会実験
照明の重要性を
官民へ啓蒙する目的。

気仙沼では海➡高台なの
で、内湾どこからも水面
を感じさせるために、水
面に映り込むあかりを設
置した。

性能設計の事例
・高台避難誘導照明：行く先々を示し、地域特有の地形を認識させる。
・歩行性能照明：歩行に支障のない最低限必要な照明
・危険予測照明：交差点のドライバーの危険予測から導き出された照明

震災前の気仙沼内湾には防潮堤が無く、人々は港湾そばまで簡単にアクセスできた。夜間には一般的
な大型ナトリウムランプが点灯。被災後は当初、震災前と同じナトリウム灯が計画された。
これに対し、LED の低いポール灯を提案した。これはヒューマンスケール高さで眩しさも抑制される。
夜間に漁業で使う場合にはスポット照明を手動点灯する形である。
海への眺望や散策ができる地域環境性を極力保全する。消費電力もより少なく環境負荷が弱い。
内湾沿いの住民からは支持される環境とすることができた。

気仙沼駅前商店街（商和会）では、白色 LED29W × 2 灯商店街灯が立ち、
車道面だけが照らされる環境だった。このリニューアルにあたり、電球色 LED4 ～ 7W × 2 に変更し、
更に民地にも商店街灯扱いで照明灯を設置。車道ではなく暗がりとなっている
ボイド空間（駐車場や空き地）が明るい夜環境をつくった。結果、使用電気容量はリニューアル前の
40％まで下がり、地域の電気代の負担を下げた。駅利用者へのアンケート調査では、
明るさ感や安心感が増しており、より効率的に夜環境を改善できた。
また民地に設置した照明は 2m 程度のヒューマンスケール高さに設置した一般的な LED 電球なので
交換が容易でランニングコストが低く、業者を呼ばずメンテナンスできるので維持管理も容易である。
尚、商和会以外でも気仙沼内湾のプロジェクトでは共通して一般的な LED 電球を極力使用し
イニシャルコストも抑えている。

第 24 回環境・設備デザイン賞　Environmental and Equipment Design Award 2025

照明計画・監修・照明器具設計：ぼんぼり光環境計画株式会社
照明社会実験実施・照明性能設計の検証：ぼんぼり光環境計画株式会社、
小林 茂雄（東京都市大学建築都市デザイン学部建築学科 教授）
敷地
▼県関係：魚町防潮堤、海上遊歩道 ( 県歩道 )、南町海岸公園広場（港ふれあい公園）、
港町防潮堤
▼市 + 県管理：魚町防潮堤上歩道整備、県道 26 号線街灯整備、魚町災害公営住宅 

既存灯と比較して、
約 1/3 の省エネが実現し、
安心感は約 4 倍となった。

気仙沼駅前広場の照明
暗闇を無くすボイド照明

レーダーチャート　Radar chart


